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皮膚の色
中国人なのに黄色人種ではない？白人もいれば黒人もいるの？
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タ
ジ
ク
人
は
イ
ン
ド
地
中
海
タ
イ
プ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
種
で
あ
る
。
タ
ジ
ク
語
は
イ
ン
ド
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
イ
ラ
ン
語
群
の
パ
ミ
ー
ル
語

派
に
属
し
、
一
般
に
「タ
ジ
ク
」と
い
う
言
葉
は

タ
ジ
ク
語
で
「王
冠
」を
意
味
す
る
「タ
ー
ジ
」

に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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世
紀
、
テ
ュ
ル
ク
系
遊
牧
民
族
は
中
央
ア
ジ
ア
の
イ

ラ
ン
語
系
・イ
ス
ラ
ム
系
民
族
を
総
称
し
て
「
タ
ジ
ク
」

と
呼
ん
だ
。
そ
れ
以
来
、
「
タ
ジ
ク
」は
次
第
に
こ
の
地

域
の
人
々
の
国
名
と
な
っ
た
。
歴
史
的
に
は
、
古
く
か

ら
新
疆
の
広
大
な
地
域
で
栄
え
て
き
た
タ
ジ
ク
人
と
、

西
部
の
パ
ミ
ー
ル
高
原
か
ら
東
へ
移
動
し
、
時
期
を
ず

ら
し
て
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
地
域
に
定
住
し
た
タ
ジ
ク
人

が
、
中
国
に
お
け
る
タ
ジ
ク
人
の
祖
先
で
あ
る
。
早
い

時
期
に
分
断
さ
れ
、
言
語
の
面
で
も
直
接
意
思
疎
通

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
中
国
部
分
は
高
山
タ
ジ
ク
族

と
呼
ば
れ
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
主
要
民
族
は
平
原
タ
ジ

ク
族
で
あ
り
、
同
じ
起
源
を
持
つ
が
同
じ
民
族
に
は
属

さ
な
い
。
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言
語
は
ウ
イ
グ
ル
で
、
ア
ル
タ
イ
語
族
テ
ュ
ル
ク
語
派
に

属
す
る
。
紀
元
前3
世
紀
、
ウ
イ
グ
ル
の
祖
先
は
山
林

の
北
端
と
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
に
住
み
、
狩
猟
と
畜
産
を

生
業
と
し
て
い
た
が
、74

4
年
（天
宝3

年
）に
唐
の
属
国

と
し
て
即
位
し
た
。
そ
れ
以
来
、
歴
代
の
カ
ン
は
唐
の

フ
フ
（回
鹘
）の
称
号
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
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ユニークな名字文化：
ウイグル人のフルネームは通常、自分の名前と父親の名前を足
したものである。

Raj

Nigmaiti Raj

Alfa Nigmaiti

Guri Raj

Anna Nigmaiti
Afanti Maimaiti

Tuti Maimaiti

Maimaiti
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上記で述べた二つの民族のほかにも、新疆にはキルギス族やシボ族など、多
くの他の民族が暮らしています。各民族はそれぞれ独自の歴史と文化を持ち、
新疆という多文化が融合した大家族を共に築いています。このような多文化
の融合は、日常生活の中だけでなく、祝祭行事にも色濃く表れています。毎年
のクルバン祭（イード・アル＝アドハー）やラマダン明けの祭り（イード・アル＝
フィトル）などの民族の祝日においては、異なる民族の人々が一堂に会し、と
もに祝い合う姿が見られます。



ア
フ
リ
カ
と
は
関
係
な
い
が
、
肌
の

黒
い
民
族

佤
族
（ワ
族
）



ア
フ
リ
カ
と
は
関
係
な
い
が
、
肌
の

黒
い
民
族

佤
族
（ワ
族
）

ワ族の主な分布地域は、瀾滄江の西側およびサルウィン川の東側に位置
する怒山山脈の南部地域です。先秦時代の文献である『山海経』には「僬
侥（しょうきょう）」という記述があり、これはワ語派の各民族の祖先であっ
た可能性が高いとされています。
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佤（ワー）族のそれぞれの村の近くには、そびえ立つ大木が生い茂る密
林があります。佤族はこれを「ロンメイジ（龙梅吉）」、つまり「精霊の森」

と呼びます。佤族の人々は、この神聖な森は「ムイジ（木依吉）」が存在
する場所だと信じており、人々は勝手に神の森に踏み入ってはならず、
森の中の草木一本、石や土ひとつさえも勝手に動かしてはいけないとさ
れています。もし破れば、神の罰を受けると信じられています。


	アジア研究会　少数 25
	アジア研究会　少数 26
	アジア研究会　少数 27
	アジア研究会　少数 28
	アジア研究会　少数 29
	アジア研究会　少数 30
	アジア研究会　少数 31
	アジア研究会　少数 32
	アジア研究会　少数 33
	アジア研究会　少数 34
	アジア研究会　少数 35



